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1 は じ め に
日本語課外補講は， 富山大学に在籍する外国人留学生及び外国人研究者であれば誰でも受講できるプ
ログラムである。 日常生活や大学での学習 ・研究活動に必要な日本語の習得を目 指して， 初級， 中級，
上級の 3つのレベル別クラス，及び，中級 ・上級クラスの共通科目「漢字」を開講している。 2 010年度は，
前期(2 010年 4月� 9月) と後期(2 010年10月�2 011年 3月) にそれぞれ 15週間開講した。
以下， 2 009年度の日本語課外補講の実施状 況について報告する。 なお， 2 005年10月に富山大学(五
福キャンパス)， 富山医科薬科大学(杉谷キャンパス)， 高岡短期大学(高岡キャンパス) の 3大学が 再
編 ・統合した ことにより， 富山大学で実施されている日本語課外補講は， 五福キャンパスにおいて留学
生センターが実施するものと， 杉谷キャンパスにおいて医学部所属の日本語 ・日本事情担当教員が中 心
となり実施するものとの 2つとなったが， 本稿では， 五福キャンパスで留学生センターが実施している
日本語課外補講について報告する。
2 受講者
前期は， 初級クラスが 9人， 中級クラスが2 0人， 上級クラスが2 8人(うちl人は中級クラスも同時
に受講)， 計 56人(大学院生21 人， 特別聴講学生 9人， 研究生， 特別研究学生各7 人， 日本語 ・日本
文化研修留学生 5人， 客員研究員 3人， 科目等履修生(県費留学生) 2人， 学部生， 教員研修生各1人)
が日本語課外補講を受講している。 56人の国 ・地域別の内訳は， 中国 42 人，韓国6 人， ミャンマ- 2人，
インド， インドネシア， チェコ， ベトナム， ロシア， 南アフリカ各1人となっている。 また， 所属別の
内訳は， 理工学教育部21 人， 人文学部12 人， 経済学部 8人， 人間発達科学部 5人， 経済学研究科 3人，
工学部，人文科学研究科各 2人，芸術文化学部， 教育学研究科， 生命融合科学教育部各1人となっている。
後期は， 初級クラスが 12 人， 中級クラスが16人， 上級クラスが2 0 人(うちl人は中級クラスも同
時に受講)， 計 47人(研究生2 0人， 大学院生 10人， 特別聴講学生 8人， 特別研究学生 3人， 科目等履
修生(県費留学生)， 客員研究員各 2人， 日本語 ・日本文化研修留学生， 教員研修生各l人) が日本語
課外補講を受講しているo 47人の国 ・地域別の内訳は， 中国 36人， 韓国， ロシア各 3人， インド 2人，
アルパニア， バングラデシュ， マレーシア各1人となっている。 また，所属別の内訳は， 人文学部12 人，
経済学部， 理工学教育部各 10人， 工学部 8人， 経済学研究科 4人， 薬学部， 教育学研究科， 生命融合
科学教育部各l人となっている。




前期は， センター専任教員 4人(加藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， 演由美和)， 及び謝金講師(日
本語研修コースとの合同授業については非常勤講師) 8人(遠藤祥子， 高畠智美， 中河和子， 永山香織，
藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規，横堀慶子) が授業を担当した。 後期は， センター専任教員 4人(加
藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， 演田美和)， 及び謝金講師(日本語研修コースとの合同授業について
は非常勤講師) 9人(遠藤祥子， 粕谷謙治， 高畠智美， 中河和子， 永山香織， 藤田佐和子，松岡裕見子，
要門美規， 横堀慶子) が授業を担当した。 前期， 後期ともに演田美和がコーディネートを行った。
円。
4 授業 日程
前期は 4月 12 日(月) '"'-' 7月初日(金) を授業期間とした。 曜日調 整のため， 7月2 3日(金) は
月曜日の授業を行った。
後期は10月 8 日(金) '"'-' 2月 9 日(水) を授業期間とした。 12 月22 日(水) '"'-' 1月 3日(月) は
冬季休業， 1月 1 4日(金) は大学入試 センタ一試験準備日のため， 休講とした。 また， 曜日調 整のため，
1月11 日(火) は月曜日の授業を行った。
オリエンテーションは， 前期は 4月 8 日(木)， 後期は10 月6日(水) に開催した。 前期は専任教員
5人(出原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， 漬田美和)， 後期は専任教員 4人(加藤扶久美，
後藤寛樹， 副島健治， i賓田美和) がオリエンテーションを行った。 オリエンテーションの案内は， 留学
生センターの ホームページに掲載する他， 日本語， 英語， 中国語の 3カ国語表 記で作 成したポスターを
五福キャンパス内の各学部及び留学生センター談話室に掲示し， また， 学期初めに発行される留学生セ
ンターニュースの掲示板でも紹介した。 留学生センターの ホームページでは， 時間割や授業概 要(日本
語， 英語， 中国語版を用意) の閲覧， それから， 受講申請書と ふりがな入りの時間割もPDF ファイル
としてダウンロードできるようになっている。オリエンテーションでは，受講希望者 一人 一人とセンター
専任教員が面 接し， 受講者の日本語の習熟度に応じたクラスを紹介し， 受講申請書の提出により， 登録
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前期，後期ともに，月曜日から金曜日まで毎日午前中 2コマ連続 で「 文法J の授業と 午後に「 聴解J I会
話J I文字 ・漢字J I語葉 ・表現J の授業を各lコマ行った。 また， 毎日日本語の授業に出席する ことが
困難な受講者のために， I生活日本語J の授業を週 2コマ(月曜日と木曜日の 2限) 設けた。
週刊コマの「文法」 の授業では， r みんなの日本語 初級Jl l， I I (スリーエーネットワーク) をメ
インテキストとして， 教科書を1日l 課ないしは 2日に1課のペースで初級文型の導入及びその定 着の
ための練習を行った。 授業の最初に， r毎日の発音練習Jl (独自開発教材) を用いた発音練習も適宜取り
入れた。
表3 初級クラス「文法J (�みんなの日本語初級Jl) の授業進度
1課�4課 30課�32課
5課�7課 1課�6課試験 33課�35課 26課�32課試験
8課�11課 36課�38課
12課�14課 7課�12課試験 39課�41課 33課�38課試験
15課�18課 42課�45課
19課�22課 13課�18課試験 46課�48課 39課�45課試験
23課�26課 49課�50課 日本語能力試験
27課�29課 19課�25課試験 復習 3級模擬試験
「 聴解」の授業では，r毎日の聞き取り 50 日』上，下(凡人社)，r 絵とタスクで学ぶ日本語Jl(凡人社)，rわ
くわく文法リスニング 99Jl(凡人社)，r楽しく聞 こうJll，I I(凡人杜)，r日本語きいてはなしてJl Vol. 1， 
Vol. 2 (ジャパンタイムズ)，r8it uat ional F unct ional JapaneseJl Vol. 1， Vol. 2 ， Vol. 3 (凡人社)，
『 みんなの日本語初級 聴解タスク 25Jl(スリーエーネットワーク)のCDやテープを用い，初級クラス「 文
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法J cr みんな の日本語 初級j )の授業進度に合わせて， 聴、解練習を中 心に行った。
「会話」 の授業では， 午前の「文法jの時間に学んだ文 法事項を使って， 特に話す力を身につけるた
めの応用練習を行った。
「語葉 ・表現J の授業では， 午前の「文法」 の時間に学んだ語葉や表現をより 正 確に理解し， 正しく
使えるようにな るための練習を中 心に行った。
「文字 ・漢字」 の授業では， r ストーリーで覚える漢字 300jC くろしお出版) をメインテ キ ストとして，
l日の授業で1諜進むペースで， ひらがな， カタカナ， 漢字の読 み書きの練習を中 心に行った。
週 2コマの「生活日本語」の授業では，r JAP ANESE FOR BUSY PEOPLEj 1 C 講談社 インターナショ
ナル )をメインテキストとして， 1日の授業でl 課進むペースで初級文型 の導入及び会 話 力を伸ばすた
めの練習を中 心に行った。
5. 3 申級クラスの授業内容
前期， 後期ともに，午前 中週 2日ずつ 2コマ連続 で「文法AJ と「文法BJ の授業を行い， 1日は「聴
解」 と「会話」 の授業を 各lコマ行った。
「文法AJ の授業では『ジェイ ・ ブ リッジJC凡人社) をメインテキストとして， 3日(6コマ) の
授業で1課進むペースで，中級の文型 や表現を導入し，それらを大学生活で 遭遇 する場面や様々なトピッ
クに合わせて，運用できるよう談話練習な ども行った。 一方，1文法BJ の授業では『日本語中級 J301Jr 日
本語中級 J501J(スリーエーネットワーク)をメインテキストとして， r 日本語中級 J301Jは1日C 2コマ)
の授業で1課進むペース， r 日本語中級 J501 J は 2日( 4コマ) の授業で1課進むペースで， それぞれ
中級の語 集や文法事項を導入し， 主 に読解の力を 伸ばすための練習を行った。
「聴解」 の授業では，r毎日の開 き取り 50 日 中級』上，下，r 新 ・毎日 の開 き取り 50 日 中級』上，下(凡
人社)， rニュースからおぼえるカタカナ語 350J(アルク) な どのCDやテープを用い， 中級の語葉や
表現を確認しながら， 聴解練習を行った。
「会 話 」 の授業では， I文法」 の授業でのメインテキスト 「 日本語中級 J301J u 日本語中級 J501J を
部分的に用いて， 話し合いの練習やプレゼンテーションの練習を中 心に， 大学生活や日常生活で出会う
場面に応じた日本語を使って， 適切に話すための練習を行った。
5.4 上級クラスの授業内容
前期， 後期ともに， I読解」 の授業を週 2コマ， I作文J， I聴解J， I会話J， I文法J， I表現技術J， I日
本文化」 授業をそれぞれ週lコマ行った。 上級クラスの授業は， 2期連続 して受講する学生のため に，
以 前から前期と後期で 扱うテーマや教材等 を変えて対応していたが， 平成 22年度より前期は科目名 の
末尾 に 11J， 後期は 12J を付けて， それぞれの違いを科 目名 でも表す ことにした。 ただし， 授業目的
や進め方等の授業概 要は同じであるため ， 以下， まとめ て報告する。
「読解J の授業は， I読解AJ と「読解BJ の 2科目を設け， I読解AJ は 「 生きた素材で、学ぶ 中級か
ら 上級への日本語J(ジャパンタイムズ )をメインテキストとし， 発音の 指導， 表現や文型 練習なども
取り入れな がら読解練習を行った。 学期ごとに教科書の奇数ユニット， 偶数ユニットに分け， 2期続 け
て受講すると， 教科書を全て終えられる ようになっている。「読解BJ は， 専門書の他に， 現代日本社
会の問題を 扱った 新聞 記事， 文学作 品， 教養書などの生教材を利用し， 初めに論理構成を把握させ， 効
率的な読 みの練習を 心がけ た 。 ブ ックレポート作 成の練習も行っ た 。
「作文J の授業で は， コンビュータを使用しながら， レポートや論文を書く際に 必要となる論理的な
文章の書き方の練習を行った。『留学生 のための論理的な 文章 の書 き 方J(スリーエーネットワーク)，u大





「会話Jの授業では， ロールプレイ等の会話練習等を 通して， 大学生活や日常生活で出会う場面， 状
況での会話力を伸ばす練習を行った。 また， 様々なトピックについて日本語で的確に説明 ・描写 する練
習 ， 意見や感想を述べる練習を行った。
「文法」の授業では，前期は『 完全マスター 1級 日本語能力試験文法対策問題j](スリーエーネットワー
ク)， 後期は『 新基準対応文法問題日本語能力試験l級 ・ 2 級 試験に出る文法と表現j](桐原書庖)を
メインテキストとし， 大学での学習 ， 研究生活に必要な 上級レベルの文法 ・表現について， 演習形式で
確認した。 日本語能力試験1級受験対策もあわせて行った。
「表現技術」 の授業では， 目 上の人とのやりとりや， 不特定多数の人に対して情報発信する際に必要
となる， フォーマルな場で、用いられる日本語の表現を確認した後， メールやメモなど日常的 ・実用的な
文章の書き方やプレゼンテーション ・スライドを利用しての口頭発表の練習を行った。
「日本文化」の授業では，テレビ番組，アニメ映画，漫画， 新聞 ・雑誌記事，自治体広報などの様々なメディ
アを使用して， 震災と日本， 日本の中の外国人， ジェンダー， ポップカル チャーといった視点から現代
日本社会の問題を考えた。
5. 5 中級・上級クラス共通科目 「漢字」の授業内容
「漢字」は，中級 ・上級クラスの共通科目として，前期，後期ともに週1コマ授業を行った。教科書には『漢
字 1 000PLUS IN TERMEDIATE KAN JI BOO K j] Vol. 1， Vol. 2 (凡人社 )を使用した。 非漢字圏
の学生には， 読 み方， 書き方 及び意味 ・用法の全体的な 指導を行い， 漢字圏の学生には， 読 み方と意味 ・
用法の確認を中 心に， 様々な話題について書かれた文章を読 み， そ こで用いられている漢字語を学ぶ こ
とで， 更なる語葉の拡充を図った。 クラスには異なるレベルの学習者が混在しているため ， 一斉授業で
はなく， 時間を区切ってそれぞれのレベルに合わせた 指導を行っている。
6 試験
初級クラス「文法J I聴解J I会話」 では， 7 回の定期試験と最後に日本語能力試験 3 級の模擬試験を
実施した。 定期試験の内容は， 筆 記試験， 聴解試験， 会話試験で， いずれの試験も日本語研修コース初
級クラスと同じものを使用した。 初級クラス「語葉 ・表現」 と「文字 ・漢字J， そして， 初級クラス「生
活日本語」 は期 末試験の みを実施した。 中級クラスでは， I文法AJ は 2 回の定期試験， I文法BJ は 3
回の定期試験， I聴解」 では期 末試験を実施し， I会話jは授業中に発表を課した。 上級クラスでは， I読
解AJ I会話J I文法」 は期 末試験を実施し， I読解BJ I作文J I聴解J I表現技術J I日本文化J では期





授業内容に関するアンケートは， いずれのクラスにおいても， 基本的には科目ごとに実施したが， 同
ーの教科書を使用した科目(初級クラス「文法J I聴解J I会話J I語葉 ・表現J)についてはまとめ て実
施した。
以下， 表 4に前期初級クラス， 表 5に前期中級クラス， 表6に前期上級クラス， 表7に後期初級クラ
ス， 表 8 に後期中級クラス， 表 9 に後期上級クラスの授業内容のアンケート集計結果をまとめ た。 中級 ・
上級クラスの共通科目「漢字」 は， 上級クラスの受講者が大半 を占め るため ， 上級クラスに入れて集計
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した。 授業内容に関するアンケートでは， 中級， 上級クラスについては， 1人の学生が複数の授業科目
に答えているため ， 括弧内の人数はL、ずれも延べ人数を表す。 評点は 5段階 評価で， 値が大きいほど良
い 評点である ことを示す。「とてもよかった」 を 5点， Iよかった」 を 4点， I ふつう」 を 3点， Iあまり
よくなかった」 を 2点， Iぜんぜんよくなかった」 を1点として， その 平均 点を出したものである。
カリキュラムに関するアンケート調査は， 1人の学生がl回の み回答する ことになっている。 表 10
に前期， 表11に後期の結果をまとめ た。
なお， 自由記述については 一部英語での回答もあったが， 筆者が日本語に翻訳した。 また， 日本語の
表 記や助詞 等の間違いは修 正して掲載した。








2. 授業のレベル -ちょっとむずかしいです。 時間がありませんから。(文法)
ちょうどよかった( 2人) -むずかしすぎた。(文法)























80 %� 100 %  ( 1人)
60 %� 80 % (1人)
40 %� 60 % ( 2人)
20 %� 40 % (1人)
o %� 20 % ( 0人)
















表5 前期中級クラス の授業内容についてのアンケート結果 (回答者14人)
質問項目(回答者数) 評点 自由記述
1. 授業内容 -日本の文化や制度など， たくさん勉強して， 役に立ちます。
とてもよかった( 4人) (文法A)
よかった(10人) 4.3 -自分にとって， 内容がちょうどいいと思う。(聴解)ふつう( 0人) -たのしかったし， 理解し易L、。(聴解)
あまりよくなかった( 0人)
ぜんぜんよくなかった( 0人)










4. 教科書 ・プリント - この教材では， テーマにめぐって， いろいろな 知識を勉強
とてもよかった( 3人) させてもらいました。 本当によかったと思う。(文法A)
よかった(10人) 4.1 -日本の文化と生活の知識をたくさん教えていただきましたふつう(1人) から， 楽しかったです。(聴解)
あまりよくなかった( 0人)
ぜんぜんよくなかった( 0人)
5. 教え方 -先生は親切で， 教材の内容だけじゃなくて， たくさんの内
とてもよかった(10人) 容を教えてくれました。 楽しかったです。(文法A)




6. どのぐらい出席したか 欠席した 理 由
80 %-100 %  (10人) -専門の授業やゼミがあったから(7人)
60 %- 80 % ( 3人) -アルバイトがあったから( 0人)
40 %-60 % ( 0人) -病気のため( 0人)
20 %- 40 % (1人) -その授業に興味がなかったから(1人)























































































・自分の性格で， 授業の時， はずかしいので， あまり話さな


















































































































































80 %-100 %  (62 人)
60 %- 80 % (6人)
40 %-60 % ( 0人)
20 %-40 % ( 0人)
0 %-20 % ( 0人)


































-読解授業で， たくさん 新しい文法， 語葉を勉強して， 日本
語のレベルがだんだん高くなってきた。(読解A)
・復習が日本語の進歩に必要がある。(読解A)








































・時間や 私たちのレベルなどいろいろな原因で， 4つの課しかおわりませんでした。 ちょっと残念だと
思っています。 もっとたくさんの知識を勉強したいです。(読解A)
・ 私は会話がとても下手だと思う。 自分の専門の授業がたくさんあるので会話の授業がとれなL、。 チャ
ンスがあれば， ぜひ参加する。(読解A)
・様々な課題を出すので， とてもおもしろかったで、すO 知識や言葉も増えました。(読解B)
・先生， この 一年間， お世話になりました。 ありがとうございました。(読解B)
・準備ができるから， 授業のとき楽になると思います。 内容的にもとても勉強になりました。(読解B)
・授業で日本の 新聞とニュースなどを勉強する ことができて， とてもいい授業だと思いますo(読解B)
・先生が教えて下さった ことのおかげで， 作文の書き方がよく分かりました。 今から修了レポートが書
けるようになると思います。(作文)



















・とても素晴しい授業だと思っています。 先生の教え方はとてもはっきりして， 理解しやすいです。 こ
れから， 後輩にすすめたいと思いますo(表現技術)
・今回は 2 回目， I表現技術」 を受けましたが， よりわかるようになったと気がします。 とても勉強に
なりました。(表現技術)






・ このような形状が好きです。 みんなはグループで作業したり， 討論したりして， とても勉強になりま
した。 ありがとうございました。(日本文化)




遊ぶ みたいです。 すごく魅力的な授業です。 知らないうちに， 日本文化を勉強しました。(日本文化)
・先生は， ちゃんと責任を持って， 授業をやりました。 おかげさまで， 自分の日本語能力もずいぶん進
歩できたと思った。 凄く面白い授業でした。(日本文化)
・素晴らしい授業だと思いました。 これから後輩たちにすすめます。(日本文化)
・ この 一年間ありがとうございました。 いろいろ勉強できて， 嬉しかったです。(日本文化)




・色々な分野の言葉について勉強できたので， 言葉も ふえました。 しかし， 予習や復習が少し多かった
ので， ちょっと大変でした。(漢字)










































80 %-100 %  (12 人)
60 %- 80 % ( 0人)
40 %-60 % (1人)
20 %-40 % ( 0人)

























































80 %� 100 %  ( 4人) -専門の授業やゼミがあったから( 4人)
60 %� 80 % ( 3人) -アルバイトがあったから( 0人)
40 %� 60 % ( 2人) -病気のため( 3人)
20 %� 40 % ( 0人) -その授業に興味がなかったから( 0人)
o %� 20 % ( 0人) -その他(1人) :寝坊
















































• 1 級(日本語能力試験) の勉強のために， 役に立ちました。
(文法)








に立ちました! 先生， ありがとうございます! (文法)
・いつも間に合っていて， 新しL、情報が重ねやすかったです。





































と て も よ か っ た(35 人)
よ か っ た( 9 人)
ふつ う ( 1 人)
あ ま り よ く な か っ た(0 人)
ぜんぜん よ く な か っ た(0 人)
6 . どのぐ ら い 出 席 し た か
β0%- 100% (33 人)
60%- 80% ( 1 1 人)
40%- 60% ( 1 人)
20%- 40% (0人)
0 %"'"20% (0 人)
7.予習 ・ 復習を し た か
かな り し た (21 人)
す こ し し た (23 人)




- ビデオを 見せて い た だい て あ り が た い で す。 と て も 役 に 立
ち ま す。 (読解B)
・ 映画， ドラマなどを見 る の は興味深い です。 (読解B)
・ 授業が聞 き やすL、。 論文 を書 く こ と に 役に立ち ま し た。 (作
文)
・ い つ も 分 か り やす く て ， 詳 し い 教 え 方だ っ た と 思 い ま す。
(会話)
・ と て も 分か り やす く て ， 楽で し た。 (文法)
・ 知 ら な い と こ ろを質問 し た ら ， 親切 に 答え て く だ さ い ま し
た。 (文法)
・ い つ も 分 か り やす く て ， 分 か ら な い と こ ろを 聞 い て も かま
わ な か っ た です。 (表現技術)
・ テ ー マが難 し く て も ， 先生 は全部 も う 一度教 え る の を か ま
わ な く て ， あ り が た い です。 ( 日 本文化)
・ 大 き い声ですご く わ か り やす か っ た。 ( 日 本文化)
・ ビデオの 映像からいろいろな こ と を学ぶ こ と が で き る 。 ( 日
本文化)
・ 映画， 討論会 な ど を 見 な が ら 討論 す る の は 興味深 い で す。
( 日 本文化)
・ 学生 に 考え る 方法を教え て く だ さ っ て と て も よ か っ た です。
自分 は ま だま だです けど…( 日 本文化)
・ と て も や さ し い先生です。 (漢字)
欠席 し た理由
・ 専門 の 授業やゼミが あ っ た か ら ( 4 人)
・ アルバイ ト が あ っ た か ら (0 人)
・ 病気の た め(8 人)
・ その授業に 興味がな か っ たか ら (0人)
・ その他 (7 人) :見学(5 人) ， 会議， 朝寝坊
・ ち ょ っ と 難 し いテ キス ト だ っ た ら ， も っ と 予習 し た か な と
思 っ て い ま す。 あ ま り 予習 し な か っ た の を 後悔 し て い ま す。
(読解B)
・ 課題 が あ ま り 難 し く なかった で す か ら ， 休憩の 時に し ま し
た。 (会話)
・ は じ め は 本 当 に難 し か っ た で す が， 今は自分 な り に 勉強 し
た ら で き る と 思 い ま す! (文法)
・ 毎 日 忙 し い です。 (表現技術)
• 1逓間 l 回だけ ではな く ， 1ヶ月 l 回ぐ ら い復習 し ま し た。
(表現技術)
・ 発表 の 準備 と か ス ライド の 作 り 方 と か も 非常 に 勉強 に な り
ま し た。 (表現技術)
・ 宿題が多け れ ば多い ほど予習す る こ と が ありま す。 ( 日 本文
化)
・ は い， レポー ト の た め に ， た く さ ん本 を 読 み ま し た。 ( 日 本
文化)
・ 先生， 色々お 世話に な り ま し た。 ど う も あ り が と う ござい ま し た! (読解B)
・ 単語が ち ょ っ と 簡単です。 も っ と 難 し い単語を覚え た い と 思い ま す。 (読解B)
・ この授業はとても役に立 っ たと思う。 先生に準備していただL、た資料， ビデオ， 聞き取りの練習は非
常 に お も し ろ く て ， 学生 の 日 本語の レベル は 上達 し た だろ う 。 201 1 年 の 前期 に も ， チ ャ ン ス が あ っ
た ら ， ぜひ こ の 授業を も う 一度取 り た い と 思 う 。 (聴解)
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- こ の 聴解の 授業は想像よ り 面 白 か っ た です。 聴解の 能力 を伸 ば し ただけ で は な く ， 日 本 に つ い て いろ
いろ勉強 し ま し た。 大変勉強に な り ま し た。 (聴解)
・ 先生， 色々教え て い ただい て ， ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 (会話)
， 話 し た後， チ ェ ッ ク し て く ださ る こ と は本 当 に よ か っ た です! (会話)
・ こ の 授業は と て も 役 に 立 っ た と 思 う 。 グ ル ー プ は自分 の 会話の能力 が上達で き た と 思 う 。 そ し て ， 授
業の 内容 は い つ も お も しろ く て ， 先生 に 対 し て あ り が た い と い う 気持 ち を持 っ て い る 。 (会話)
・ 先生， 色々あ り が と う ご ざ い ま し た! (文法)
・ 先生， 色々お 世話 に な り ま し た。 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 (表現技術)
・ 質問を す る 場合， 先生 は答え を与え る だけ で は な く て ， 答え の 調べ方 も 教え て く れ ま し た。 あ り が と
う ご ざ い ま し た。 (表現技術)
・ 敬語 の 使 い方に 関 す る 部分 は 大変勉強に な り ま し た。 メ ー ル の 書 き 方か ら も いろいろ勉強 し ま し た。
発表 の と こ ろですが， 日 本語 の 面で も 勉強 し ま し た。 (表現技術)
・ 先生， 色々ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。 い つ ま で も 忘れ ま せん! ( 日 本文化)
・ 日 本文化の勉強だけ で は な く ， あ と で議論が で き る テー マ を 学んで役に立 っ た。 ま た ， 日 本 の こ と だ
け で は な く ， 日 本 と 関連 し た全体的な問題 も 扱 っ て よ か っ た と 思 う 。 ( 日 本文化)
・ ビデオを通 し て ， 学んだ内容を も っ と 身 に つ け る こ と が で き る 。 日 本特有 の 玄化， 社会問題 に つ い て
も っ と 学 び た い です。( 日 本文化)
・ 日 本人 の 考 え 方や生活方式 に つ い て の ビデオを通 じ て ， 日 本社会 を徐々 に 理解 し て く る と 思い ま す。
で も ， 討論会 と い っ た よ う な 番組 の 中 で， 話が聞き 取 り に く い です が， ち ょ っ と 悩んで い ま す。 日 本
文化 に 関す る 本 と ドラマを 紹介 し て ほ し い と 思い ま す。 ( 日 本文化)
・ こ の 授業で先生 に 様々な 元々 日 本人向 き の ビデオな ど見せて い ただき ま し て ， と き どき 少 し難 し か っ
た です が， 役立 っ た と 思い ま す。 い つ も ア ク チュ アル なテーマに 触れ て ， と て も お も しろか っ た です。
( 日 本文化)
・ いろいろな ビデオを 見な が ら ， 意見発表 し た り ， 討論 し た り し ま し た。 それ がすご く た の し か っ た で
す。 司( 日 本文化)
・ ま た聞き ま す! (漢字)
表 1 0 前期の カ リ キ ュ ラ ム についてのア ンケー ト 結果 (回答者 21 人)
1. 日 本語課外補講 を ど オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 出 席者(12 人)
こ で知 っ た か - オ リ エ ンテー シ ョ ン の 掲示を 見 た(7 人)
(複数回答可) - 留学生セ ン タ ー の 教員 に き い た( 4 人)
- 無回答( 1 人)
オ リ エ ンテー シ ョ ン 欠席者( 9 人)
- 専 門 の 教員 に き い た。 ( 3 人)
- 友だち に き い た( 3 人)
- 無回答( 3 人)
2. 授業科 目 数の 希望 今の ま ま で い い(19 人) : 初級 4 人， 中級8 人， 上級7 人
多 く し て ほ し い( 2 人) : 中級 2 人(今の 授業で は， r J.BridgeJl の 教材 で
勉強 し た文法を練習 し て い ま す。 も っ と 新 し い文法 と か， 言葉 と か勉強
し た い です。 / 日 本語能力試験 の 内容 も 教え て ほ し い です。 )
3. 授業科 目 の 希望 今の ま ま で い い(19 人) : 初級 4 人， 中級8 人， 上級7 人
新 し い科 目 を作 っ て ほ し い け 人) : 中級 2 人( 日 本文化 に 関 す る 授業〕
4. 来期 の 授業時間帯 の 専 門 の時間割 が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い(8 人) : 中級 4 人， 上級
希望 4 人
午前 1 ・ 2 限(5 人) : 初級 1 人， 中級 4 人
午後 3 ・ 4 限( 1 人) : 中級 1 人
その他( 3 人) : 初級 3 人(帰国 し ま す。 )
そ の 他
・ 来期 も 日 本語 の ク ラス に 来 たL、。 (初級)
・ 日 本人学生 と 話す機会が も っ と あ る と い い。 (初級)
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- 夜の コ ー ス を つ く っ て ほ し い。 ( 中級)
・ 日 本語課外補講の 授業は， 専 門 の 授業の資料を理解す る た め に ， 非常 に役に立ち ま し た。 自信 も つ き
ま し た 。 (上級)
表 1 1 後期のカ リ キ ユ ラ ム に つ い て の ア ンケー 卜 結果 (回答者 1 9 人)
1 . 日 本語課外補講 をど | オ リ エ ンテー シ ョ ン 出席者 ( 13 人)
こ で知 っ た か | ・ オ リ エ ンテー シ ョ ン の 掲示 を 見 た ( 6 人)
(複数回答可ト | ・ 学部 の 教員 に き い た ( 2 人)
・ 留学生 セ ン タ ー の 教員 に き い た ( 3 人)
・ 友だち に き い た ( 3 人)
・ 無回答 ( 1 人)
オ リ エ ンテー シ ョ ン 欠席者 ( 6 人)
・ 友だち に き い た (5 人)
・ 無回答 ( 1 人)
2. 授業科 目 数の 希望 | 今 の ま ま で い い (14人) : 初級 9 人， 中級 2 人， 上級5 人
3. 授業科 目 の 希望
多 く し て ほ し い (5 人)
初級 (生活 日 本語) 2 人 (遇 2 日 で は十分 な時間 で は なL、 。 授業時聞 を
増やす必要が あ る と 思 う 。 / 1 回 の 授業で 3 時間必要。 週 3 日 で， 1 
日 はデ ィ ス カ ッ シ ョ ン 。 )
中級 1 人 (聴解 と 会話は も っ と 多 く し て ほ し い。 )
上級 2 人 (会話， 文法/漢字)
今の ま ま で い い ( 17 人) : 初級8 人， 中級 2 人， 上級7 人
新 し い科 目 を作 っ て ほ し い ( 1 人) : 初級 1 人
4. 来期 の 授業時間帯 の | 専門 の時間割 が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い ( 6 人) : 中級 2 人， 上級
希望 I 4 人
午前 1 ・ 2 限 ( 6 人) : 初級 6 人
午後 3 ・ 4 限 ( 2 人) : 上級 2 人
い つ で も い い け 人) : 初級 2 人
その 他 ( 2 人) : 初級 1 人， 上級 1 人
・ 授業時間 を 学生 の 都合 に あ わせて調整 し て ほ しL、 。 月曜 はゼミが あ る
の で， 月曜以 外 に し て ほ しL、。
・ 帰国
ま ず， 各 ク ラス の 授業内容 に 関す る ア ン ケ ー ト 結果 に つ い て は， 前期 で初級 ク ラス の 授業のレベルで
3.6 点， 授業の 進度で 3.8 点， 中級 ク ラス の 授業の 進度で 3.9 点 と な っ て い る 以外 は す べ て 4.0 点以上で，
全体 の 9 割が 4.0 点以上， 6 割が 4.5 点以上 と な っ て お り ， 概ね良 い評価を得て い る と 言 っ て よ いだろ う 。
評点 の 低か っ た 項 目 に つ い て詳 し く 見 る と ， 前期 の 初級 ク ラス の 授業のレベル に つ い て は 「 あ ま り よ
く な か っ た J と い う 回答者が 2 人 い た が， い ずれ も コ メ ン ト 欄 に 「むずか し す ぎ た」 と あ っ た。 授業の
進度に つ い て の コ メ ン ト は な か っ た が， その 他の コ メ ン ト と し て 「わ た し は毎 日 忙 し い です。 と き ど き
ク ラス へ行 き ま せんで し た。 その た め， 授業は ち ょ っ と むず か し い です。 」 と あ り ， 専 門 の 学習 ・ 研究
の た め に 日 本語 の 学習時闘 が十分 に 取 れ な か っ た 受講者か ら の 評点が低か っ た も の と 思わ れ る 。
前期 の 中級 ク ラス の 授業の 進度に つ い て は 「 あ ま り よ く な か っ た」 と い う 回答者が l 人 い た が， コ メ
ン ト 欄 に は 「速す ぎ た」 と あ っ た。 一方で 「速 さ は みんな に 向 い て い ま す。 私 に と っ て ， も う ち ょ っ と
速 い ほ う が い い の で は な い か と 思い ま す。 」 と い う コ メ ン ト も あ っ た。 ま た ， 後期 に つ い て も コ メ ン ト
欄 に は 「速す ぎ た」 と い う コ メ ン ト と 「 も う 少 し 速 く し て ほ しL、」 と い う コ メ ン ト と が見 ら れ た。 上級
ク ラス の コ メ ン ト 欄 に も ， 一部の 授業で授業の 進度が 「速す ぎ た 」 と い う コ メ ン ト が あ っ た が， 上級 ク
ラス の 週 9 コ マは す べ て 独立 し た 内容 と な っ て い る た め ， チー ムテ ィ ー チ ン グ で一週 間 に 複数 の コ マで
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教科書を進 め て い く 初級 ク ラスや中級 ク ラス と 比べ る と ， 受講者の 習得状況の 差が現れ に く く ， 評点 が
高 く な っ て い る と 考 え ら れ る 。
次 に ， カ リ キ ュ ラム に 関す る ア ン ケ ー ト 結果 に つ い て は， 前期， 後期ともに 日 本語課外補講に関す る
情報 は 「オ リ エ ンテー シ ョ ン の 掲示 を 見 た」 と い う 回答の ほ か に 「教職員や友人か ら き い た 」 と い う 回
答 も 多か っ た。 ま た ， 授業時間帯 に つ い て は 「専門 の時間割が わ か ら な い の で こ た え ら れ な い」 と い う
回答が最 も 多か っ た が， 午前 と 午後 で は ， 午前を希望す る 学生 の ほ う が多か っ た。 授業科 目 数や内容に
つ い て は 「今の ま ま で い い」 と い う 回答がL、ずれ の 期 も 最 も 多か っ た。
8 おわ り に
2010 年度に 行 っ た 取 り 組み と し て は， ま ず， 初級 ク ラス の 科 目 の 充実が挙 げ ら れ る O 初級 ク ラス の 「会
話J， I語葉 ・ 表現J， I文字 ・ 漢字」 の 3 科 目 は， 従来は 日 本語研修 コ ー ス の 科 目 と し て 開講 し て い た も
の で あ る が， 2010 年度か ら は 日 本語研修 コ ー ス と 日 本語課外補講の 合 同 授業 と し て 開講す る こ と に な っ
た 。 ま た ， 2009 年度に 開始 し た 授業概要 の 多言語化 に つ い て ， 2010 年度 も 引 き 続 き ， 日 本語 と 英語 と
中 国語 の 3 言語で授業概要 の Web 閲覧がで き る よ う に し た。
こ こ 数年， 初級 ク ラス と 中級 ク ラス に お い て は 日 本語研修 コ ー ス と の 合同授業が増え， こ れ に よ っ て
日 本語課外補講の 受講者 に と っ て は， 従来 よ り も 多 く の 科 目 が選択で き る よ う に な っ た が， 合 同 授業を
い か に 運営 し て い く か が現在の 大 き な 課題で あ る 。 今は 日 本語研修 コ ー ス コ ー デ ィ ネ ー タ ー 及 び授業担
当者 と と も に ， 試行錯誤 し な が ら 様々な 取 り 組 み を 行 っ て い る 段階で あ る 。 今後 も 合 同授業に 適 し た 指
導方法や内容の検討を継続 し な が ら ， よ り 良 い プ ロ グラム の 提供 に 努 め たL、。
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